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'94滋賀・彦根シンポジウム=二「水と景観」

日時 平成 6年 5月 13日0
午後 l時～ 5時

場所 彦根市民会館大ホール

あいさつ

司会 皆様お待たせいたしました。本国
は社団法人 日本建築美術工芸協会の主

催によります'94滋 賀・彦根シンポジウム

にこ出席いただきありがとうこざいます。

ただいまよリシンポジウムを開催させて

いただきます。私は本日の司会を務めま

す滋賀県企画部地域振興室長の大貫でこ

ざいます。よろしくお願いいたします。

(拍手 )

開会にあたりまして社団法人 日本建

築美術工芸協会 芦原義信会長よりこ挨

拶を申し上げます。

社団法人

日本建築美術

工芸協会会長

芦 原 義 信

本日は皆様大変お忙しい中、当日本建

築美術工芸協会のシンポジウムにこ臨席

くださいまして誠にありがとうこざいま

した。この日本建築美術工芸協会という

のは、建築家や美術家や工芸家が集まり

まして、景観やまち並みを少しでもよく

しようという協会でこざいます。きょう

は文化庁内田長官も後ほどお見えくださ

いまして、この協会の進路ますます盛ん

になるように応援してくださつておりま

す。

先般、静岡県でこのシンポジウムを行

いましたとき、「富士山と景観」という

のはどうかということでありまして、昨

年は金沢でやりまして、これは「文化と

景観Jそういたしますと今度は滋賀県で

ぜひお願いしたいということで、「水と

景観Jと いう問題でありまして、本国こ

臨席の稲葉知事さんはじめ、中島市長さ

んにもお願いいたしまして、滋賀県彦根

市でこのシンポジウムを開催することが

できましたことを大変我々うれしく思つ

ている次第でこざいます。

またきょうはお忙しい中、パネリスト

の皆様もお見えくださつております。後

ほどまたいろいろな意見が出てくると思

います。今日は皆さん論客でありますの

で、また皆さんのほうからも厳しいこ質

問等が出るのを期待しております。皆様

こ静聴をお願いいたしますとともに、滋

賀県、彦根市のますますのこ繁栄を祈る

次第でこざいます。 (l自手 )

司会 どうもありがとうこざいました。
この'94滋賀・彦根シンポジウムの開催

にあたりましては、多くの方々のこ協力

をいただいておりますのでこ紹介させて

いただきます。

滋賀県及び彦根市には共催としてこ支

援をいただいております。また文化庁、

(社)日本建築学会、 (社 )新日本建築家協

会近畿支部、 (社 )滋賀県建築士会、 (社 )

滋賀県建築士事務所協会、 (社)滋賀県建

築設計家協会、 (財)日本造園修景協会滋

賀県支部、 (社 )滋賀県測量設計技術協会、

朝日新聞社大津支局、京都新聞滋賀本社、

産経新聞社大津支局、中日新聞社、日刊

工業新聞社滋賀支局、日本経済新聞社、

毎日新聞社大津支局、読売新聞大阪本社、

共同通信社大津支局、時事通信社大津支

局、近畿放送、日本放送協会大津放送局、

びわこ放送、滋賀報知新聞社、日刊滋賀

新聞社、以上23の団体のl~支援をいただ

いております。

ここでこ来賓の稲葉稔滋賀県知事より

こ挨拶をいただきたいと思います。よろ

しくお願いいたします。

滋賀県知事

稲 葉 稔 氏

国宝彦根城に美しい青葉のよく似合う

季節がやつてまいりました。水と緑あふ

れる「湖と歴史の国」滋賀県におきまし

て、景観に関心をお持ちのたくさんの

方々が全国からおいでいただきまして、

「水と景観」をテーマに'94滋賀・彦根

シンポジウムが開催されるということは、

誠に意義の深いことでこざいまして、私

どもといたしましても大変うれしく思つ

ておるところでこざいます。

こ承知のとおり当滋賀県は、日本最大

の湖であります琵琶湖とそれを取り巻く

緑深い山々などの 美しい自然と豊かな

歴史、文化に恵まれておりまして、古く

から人物、情報の行き交う水陸交通の要

衝として発展してまいりました。そして

その中で営々と営まれてきた人々の生活

が一体となつて潤いのある滋賀ならでは

の風景や、ふるさとの町や村の落ち着い

たたたずまいというのが形づけられてき

たのでこざいます。

しかしながら急激な都市化の進展と、

生活様式や生産活動の近代化に伴いまし

て、琵琶湖にも赤潮が発生し、水質が悪
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化するとともに、ふるさとの美しい風景

も徐々に変貌してまいりました。この滋

賀の地で先人によつて育まれてまいりま

したかけがえのない財産が、わずかの期

間に急速に失われていくことに、私ども

は大変な危機感を覚えたのでこざいます。

ともすれば経済性や便利性を追求する

あまり、本来大切にすべきものを見失つ

ているのではないか、これまでの生活観

への反省に立つて、本県ではもう一度あ

おい琵琶湖を取り戻そうではないか、そ

ういうことで家庭用有リン洗斉」の規制を

はじめ、琵琶湖の水質保全のために県民

が一体となつて取り組んでまいりました。

さらにこうした経験を生かしまして、

世界湖沼環境会議の開催でありますとか、

財団法人国際湖沼IP‐境委員会の設立支援

を行うなど、全国的にも一環境先進県と

は申しませんけれども、環境熱心県とい

うように評価をいただくまでになつてき

たのでこざいます。そして平成 4年度に

は、琵琶湖とその周辺のヨシ群落の保全

と散在性こみの防止のための条例をそれ

ぞれ規定し、琵琶湖の水質保全と水辺の

環境美イヒを一層推進するとともに、昨年

6月 には琵琶湖が「ラムサール条約Jの

登録湿地として認められまして、そうい

ったこともありまして「自然と人との共

生Jを基本に、自然の生態系の営みに配

慮した施策を積極的に展開しているとこ

ろでこざいます。

また景観の問題につきましても、自然

と歴史とまち並みが一体となつて形作つ

ている風格ある湖国の風景を大切に守り

育てていく、そして調和のとれた都市景

観を倉」造することを目的といたしまして、

昭和60年 に全国に先がけまして、「るヽる

さと滋賀の風景を守り育てる条例」とい

うものを制定、施行し、まもなく10年目

の節目を迎えようとしております。この

間、琵琶湖周辺や主要な道路、河川沿い

の景観の優れた地域等を指定いたしまし

て、建物や構作物に対する指導助言を行

ってまいりましたし、自治会や町内会で

の近隣景観形成協定による自主的な景観

形成のための活動への支援を行うことを

通じまして、るヽるさとの風景が持つ多面

的な価値に対する県民の認識も次第に高

まつてきているものと思つているところ

でこざいます。

どうか本日のシンポジウムが、美しい

景観づくりにとりまして貴重な発信源と

なり、琵琶湖に投げられた一石から生ず

る波紋のように、その輪が県内はもとよ

り全国に広まつて、今後さまざまな地域

において美しく、親しみやすく、しかも

環境にやさしいまちづくりが展開される

ことを心から念願するものでこざいます。

最後になりましたが、このシンポジウ

ムを主催いただきました社団法人日本建

築美術工芸協会並びにこ後援をいただき

ました諸団体の皆様に感謝を申し上げま

すとともに、本田お集まりいただきまし

た皆様方のますますのこ活躍を心から祈

念いたしまして挨拶とさせていただきま

す。どうもありがとうこざいました。

(拍手 )

司会 どうもありがとうこざいました。
それでは次に、地元彦根市の中島一市

長からこ挨拶をいただきたいと思います。

彦根市長

中 島 一 氏

彦根市は10余万人の人口を数え、滋賀

県東北部中核都市として発展してまいり

ました。

市街地には、国宝彦根城を中心として

近世城下町の面影を残す町並みが見られ、

また京阪神の通勤圏として発展が進み、

新たな住宅団地が点在し、水辺はマリン

スポーツのメッカとして、鳥人間コンテ

ストやトライアスロンなどの大きなスポ

ーツイベントの舞台としても知られる新

旧の両面をもつた水と緑の豊かな、歴史

と文化の香りただよう地方都市でありま

す。

彦根市では、都市景観行政を市の重要

施策のひとつとして推進しており、市民

の景観に対する意識調査でも、都市空FB5

をよりうるおいのある個性的、魅力的な

ものとして整備していくことを通じて、

真の豊かさを実感できるまちづくりを進

めることが重要な課題であるとの意見が

多数を占めております。

景観についての市民意識が高揚しつつ

ある中で、現在本市では、都市計画道路

の整備事業と併せ住民とともに
｀
彦根ル

ネッサンス
〃
と名うちまちなみ景観の再

生を目指す 「本町夢京橋地区」、新しい

都市空間の倉」造により、魅力ある都市景

観形成を目指す「巡礼街道ベルロード地

区」など、住民と行政が一体となり景観

形成を推進しております。また、平成 7

年度において都市景観条例を制定するこ

とを目指し、現在その準備を進めている

ところであります。

このような時機に (社)日本建築美術工

芸協会の主催で、都市景観や琵琶湖を取

り巻く様々な環境について、各分野の識

者の皆様にお集まりいただきシンポジウ

ムを開催いただきましたことは、今後彦

根らしい魅力あるまちを造り、人と共存

できる都市景観を創造していく上で大変

有意義なものでこざいました。シンポジ

ウムでのこ示唆、こ提言を施策推進して

いくために、大いに参考にさせていただ

きたいと存じます。

末筆ではこざいますが、地域特性をテ

ーマにしたこの様な景観シンポジウムが

今後も全国各地で開催されますことをこ

期待いたしますとともに、日本建築美術

工芸協会のますますのこ発展をお祈り申

し上げまして関係各位へのおネしとさせて

いただきます。
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パネルディスカッション

司 会  内 丼 昭 蔵 氏

パネリスト 澄 り|1喜 一 氏

三 氏

京大名誉教授

西 川 幸 治 氏

建設省土木研究所環境部緑化生態研究室長

半 田 真理子 氏

京大名誉教授

日 高 敏 隆 氏

少し話したい。

この作品は、われわれの先輩で高村光

太郎の父親でもある高村光雲先生が作つ

たもの。写真もなく、ほかに手掛かりに

なるような資料も少なかつたため、倉J作

時には、相当苦労されたときいている。

だから、完成し、遺族の方々も交えた除

幕式では、本当の西郷さんではないとい

われたそうだ。

考えてみると、彫亥Jに は歴史を記念す

る性格のものもあれば、道祖神のような

道標のような1生格のものもあるのではな

いか。道祖神のようなものというのは、

手で触つてもいい、何となく親しみのわ

いてくるようなもの、そのまちに適した、

環境を生かすようなもの。現在まちづく

りで作られている多くの彫亥Jは、道祖神

的なものが多いと感じている。

彫亥Jと水というテーマからはこじつけ

だと思うかもしれないが、私自身、水を

彫亥Jで使つたことがあるし、水自体で素

晴らしい彫亥」を作つている方もいる。体

を洗うような水と人との関係が、彫刻の

中でも次第に取り入れられてきた。

水との関係をいかに大切にし、そして

利用していくかが、今後、特徴のあるま

ちづくりを進めていく上で、大きなウエ

ートを占めてくると思う。

パネリスト :高城 修三氏
地元に住んでいる人は、琵琶湖に対し

て、大した感情を抱かないかもしれない

が、昔、交通の便が発達していないとき、

彦城
信
一］同

文化庁長官

内田 弘保氏
歴史と文イヒと風光に恵まれたここ彦根

市で、シンポジウムが開催されたことは、

大変意義深く、素晴らしいことと思つて

いる。有益で示唆に富む議論は、私たち

にとっても非常に参考となった。その後

で私の講演ということなので、話すこと

がなくなってしまった。そこで文化庁の

PRを この場を借りて、させていただき
たい。

これからの活動は
｀
守り、、から

｀
攻め、、に

文化庁ができたのは昭和43年のこと。

昨年25周年を迎えたまだ若い官庁で予算

も厳しいが、文化に対して多くの国民の

みなさんが応援してくれていることが、

われわれの仕事の励みとなつている。

lln在われわれの手掛けている仕事は、

大きく分けると、①古い伝統的な文化

(文化財)を守る○現代芸術の倉」造につ

いての支援◎地域文化の振興④芸術文化

の国際交流について一一の四つ。この中

には、現在建築中の (仮称)第二国立劇

場や高校生の文化芸術活動に対する支援

など多くのプログラムが組み込まれてお

り、それぞれに成果を上げている。

文化庁の組織自体も、新たに地域文化

振興課を設置し、バツクアップ体市Jの充

実を図つた。また、国立博物館・美術館

にはいろいろなコレクションがあり、こ

れを全国で積極的に展示していこうとい

うことになつた。質の高い展覧会ができ

ると考えている。

文化庁といえば「守るJというイメー

ジが先行していた感があったが、これか

らはドンドン攻めることも必要だと思つ

ている。 (文化庁は)今の制度、活動に

決して甘んじてはいない、これからの時

代に向かって皆さんと一緒に考え、活動

していきたい。

いかに水とかかわって生きてきたのか

司会 :内丼 昭蔵氏
このシンポジウムは1989年に当会発足

以来、これまで 5回にわたつて、各県、

市の協力を得て開催してきた。回を重ね

ることに充実し、多くの方々の参加をい

ただいている。

本日の「水と景観」というテーマ。景

観にとって水は欠くことのできない重要

な要素であることはいうまでもない。ま

た、水は私たちの生活に深くかかわり、

人間を始め、地球上の動植
l1/8が
暮らすた

めになくてはならないもの。この本質的

な部分を認識し、私たちはこれまでいか

に水とかかわつて生きてきたかというこ

とについて「水と都市」「水と文化Jな

ど幅広い分野で議論していただきたい。

パネリスト :澄川 喜―氏
滋賀県とは彫亥Jを通じて大変深いつな

がりがある。湖北に平安時代に作られた

向源寺 (渡岸寺)の十一面観音があり、
これは天台仏教屈指の名作だと思つてい

る。美術大学にいる関係で、学生が 3年

になると、日本の歴史の勉強を 16日 間、

寝食を共にして学生たちと京都、奈良の

辺りを訪ねる。そのときに最初に来るの

が向源寺の十一面観音。檜の一本 (いち

ぼく)づくりで非常に趣がある彫刻だ。
この十一面観音から、ぐつと時代が下

がつて、上野の西郷隆盛の像について、

裏根
・ｌ‐「士ユ０　一　
一
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実際に見たいという強い憧れがあつた。

初めて、琵琶湖を見たときの感動、今で

も鮮明に覚えている。琵琶湖というのは

どのように発見されたのだろうか。地元

の人々にとつては、「琵琶湖はそこにあ

る」としか思えないだろうが、 (私は)

実は非常に多面的な価値を持つたものだ

と思つている。その価値は一時期に発見

されたものではないし、そこに住んでい

ることで発見されたわけでもない。さま

ざまなかたちで、琵琶湖のさまざまな価

値は発見されてきた。

もちろん生活の場として、生活の糧を

得るための琵琶湖は、人間が生活してき

てからずつと存在していた。これ以外で

重要なもの、それは湖上交通としての琵

琶湖だ。湖上交通の発見は、日本の歴史

にとつて非常に大切なものだつた。琵琶

湖が日本のほぼ中心に位置し、交通の要

所だつたことなどが理由だが、湖上交通

を支配することの経済的なメリットが高

く、日本史に登場する有力者は、こぞつ

て支配権を求めた。織田信長もその一人。

湖上交通以外にも、琵琶湖は神の住む

湖として、その存在を認知されていた。

湖なので水の神様が、竜神や弁財天とい

ったことろが住んでいた。レ申様』とい

うのはきれいな所に住むもので、汚い所

を嫌う。従つてきれいにしておかなけれ

ばいけない。そのうえ、水の神様は美し

い女性の神様が多くて、ねたむ力が非常

に強いらしい。このため、水を汚すもの

がやつて来ると、ねたむ力でやつつけて

いたそうだ。

また、琵琶湖自身を神とあがめる風潮

ができて、人々は水を汚さないようにし

てきた。それはまた近江八景と呼ばれる

ように、風景としての琵琶湖の価値を高

めていくことになつた。

しかし、琵琶湖も近代になると、水資

源としての価値を求められてくるように

なる。そのころから、人は神様という敬

うべき存在のものを媒体にした自然との

付き合いを忘れ、自然の征服 (利用)と

いう考えに変化してくる。結果として、

高度経済成長期における急速な水質汚染、

環境破壊を引き出してしまつたのは、こ

存じの通り。人間にとつての代償は大き

なものとなつてしまつた。ところがこれ

は皮肉なことに、「環境問題のシンボル

としての琵琶湖」を発見することとなつ

た。一度は壊れてしまつた自然との関係

だが、私はこの発見が自然と人間を媒介

する新しい神様をつくり出すきつかけと

なつてくれると思つている。

生態系にかなつて生業を続けてきた

パネリスト :西川 幸治氏
水に関して、日本人は世界の中でも非

常に特異な、恵まれた環境の中にいる。

ある評論家は、「日本人は水と安全はた

だで買えると思つているが、ユダヤ人は

その逆、水と安全を手にいれるためには

どんな代償も払う」といつていた。

シンポジウムのテーマは「水と景観」

ということだが、近江に関していえば、

住民は恵まれた (琵琶湖)の水とうまく

生活を結び付けて、生業を営み、暮らし

を続けてきたんだと思つている。lllえ ば

「すがのうら」というところは、琵琶湖

でも一番北の地域にあるところで、一番

寒いところと思いがちなんだが、琵琶湖

周辺の中でも、みかんの栽培が盛んなと

ころ。背後にそびえる山々を背景にし、

琵琶湖という大きな湖を前にすることで、

その暖かさを利用してきた。

近世になつても、それは見られる。近

江ハ幡では、瓦 (かわら)の生産を記念

して、「瓦ミュージアムJがつくられる

ことになつた。このあたりで瓦をつくる

ときはハ幡堀にあるたい積したヘドロを

たんぼに移し、その代わりにたんぼから

粘土を取り出し、それを焼くという方法

が、取られている。

ヘドロは非常に多くの栄養分を含んで

いるので、たんぼには最適だし、たんぼ

から不必要な粘土を取り出すということ

なので、大変エコロジカルだ。琵琶湖の

水を生かしながら、人々は生態系にかな

った生業を続けてきた。それはまた、琵

琶湖の景観が文化性を持つことにもつな

がっていく。そして景観は、歌に詠まれ、

描かれることによつて育てられ、守られ

てきた。

琵琶湖の環境破壊をもたらす原因の一

つになつた、現在の科学をすべて否定す

るわけではないが、こうした先人たちの

知恵をうまく用いて、琵琶湖を、自然を

考えていくことがこれからのまちづくり

には大切。自然を愛 (め)でる気持ちを

住民 。行政が強く持ち、専門家の力も借

りてまちづくりを進めていくなら、これ

からの展望は自然と開けてくるだろう。

景観も文化の一つ、エコロジカルが必要

パネリスト :半田 真理子氏
わが国で景観について、関心が持たれ始

めたのは昭和50年代の後半、建設省に設

置された「美しい景観を考える、美しい

建設を考える懇談会」で『美しい国土建

設のために』と題する報告書が出された

ころだと記憶している。

この報告書は景観形成の理念と方向性

を掲げ、実現に向けて数々の施策を打ち

出した。その中の一つとして、水辺をよ

みがえらせることが大事だとする項目が
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あった。そこには「水辺は人の生い立ち

とともにあつたことをとかく現在の人々

は忘れがち。水辺の姿を取り戻すことは、

自然との関係を今後考えていく上でも非

常に大切なことだJと いうようなことが、

うたわれている。

昭和61年には「都市景観懇談会」が設

置された。ここでは「良好な都市景観の

形成を目指して」という報告が出された。

「都市景観は地域の共有財産である。景

観への配慮は都市生活のマナーであるJ

ということが記されており、これに沿つ

て、さまざまな施策が現在も実施されて

いる。

<スライドを用いて、世界各地の景観を

紹介>
日本人からすると、なんだかとても堅

いようなイメージを受けるが、ドイツな

どでは人と自然の織り成す絵のような風

景を、「文化景観」という言葉でよく表

現する。景観というのは文化の一つ、何

も特別なものではなく、身のまわりにあ

る、景色・風景が文化だという概念が当

たり前のように浸透しているからこそ、

自然に人々の間でこく普通の言葉として

使われている。

景観は、「観る」対象があつて、観る

人がいるという意味で使われる言葉。あ

る意味で非常に奥深く、難しいものでも

あり、あるいは非常に身近なものかも知

れない。人がそこに介在するからこそ、

「景観Jと いうものが成り立つ。ただ、

景観はだれが観ても同じものではない。

(人によつて)それぞれが違う歴史や過

去があり、さまざまな経験や記憶を持つ

ており、いろいろなイメージが出てくる。

こうしたことを踏まえながら、これか

らの景観づくりは、生態系にも配慮した、

人だけではない、自然にも優しい「エコ

ロジカル ランドスケープ」として進め
ていく必要があるのではないか。

自然と働きかけあえる「人里」を

パネリスト :日高 敏隆氏
水という言葉を聞いたとき、 3年ぐら

い前にアフリカのナイロビから飛行機で

ョーロッパに帰るとき、ナイル川の上を

通つたことを思い出した。いわゆるホワ

イトナイルとブルーナイルが合わさつて、

ナイルとなつて流れているのだが、すこ

い砂漠の中でどうしてこれだけの水が、

吸い込まれもせず、流れているのか不思

議に思うと同時に、驚きも大変なものが

あつた。

また、私は仕事でよくビクトリア湖に

行くのだが、そのほとりには「木マ・ベ

イJと呼ばれる小さな湾がある。ベイは

もちろん英語だが、ホマというのは英語

ではない。実は熱病という意味。かつて

この湾のあたりには、黄熱病あり、各種

のマラリアありでとにかく熱病だらけだ

ったそうだ。ただ、それを英語にしてし

まうと観光客がこなくなつてしまうので、

わざと英訳しないということ。日本では、

自然や環境を守れという話になると、必

ず、「どんな自然や環境を守るんだJと

いう非常に変な議論になる。環境という

と、まちや都市の中の環境も環境ではな

いかなどと。京都でも東山の自然を守れ

という議論があつたが、一体いつの自然

に戻すのだろうか。今は松の本が生えて

いるが、一番最初はうつそうとした原生

林が茂つていたはず。

普通、日本人が歌や景色に関して、思

い浮かべる東山というのは、人間が無茶

苦茶に手をいれてしまつた後のもの。だ

からといつてそれを「本当の自然ではな

いのだ」と言い出してもしようがない。

では、われわれの心和むような自然とは

一体どのようなものだろうか。

考えるに、それは原生林ではない。原

生林では本や植物の種類が、こく限られ

ている上に、それが密集し、薄暗い、じ

めじめとした場所を演出している。そん

な所ではピクニックにいこうという気す

ら起こらないからだ。われわれが本当に

心和む自然とか水辺というのは、人間が

必ずlllきかけをしたところ、「人里」と

でも言うのだろうか、明るくて、たくさ

んの植物が生え、チョウが舞うようなと

ころではと思つている。

自然を守ろうとするならば、 ｀人間が
いなくなること

″
が一番よい。しかし、

それでは困るのでどうしようかというこ

と。昔は自然を守ろうとしている人たち

にとつて、建設省や企業は敵だつた。最

近は建設省も結構変わつて、いろいろな

ことを考えているようだ。

だが、基本的にこうやろうというプラ

ンを考えるのはよいが、この場所ではど

うするか、あの場所ではどうするかとい

うことを (建設省が)全部調べることは

無理。それぞれの地元でやることになる

のだが、(地元が)全部分かわるわけでも

ないので、生物などの専門家を力□えて、や

っていく必要がある。私は「日本蛍の

会」というところに入つているが、この会

は、そういうことを手助けする組織だと

考えてもらいたい。自然と人間の関係は、

互いに働きかけ合えるようなもの、「人

里」をつくれるような関係が望ましいと

思う。道路をつくつた、その後には草も木

も生えないということに人間の勝利を感

じるようなことは、もうやめた方がいい。

半
田
真
理
子
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滋賀県企画部地域振興室 主査
TOORU KAI

甲 斐 徹
滋賀県大津市京町 4丁 目 ll
TEL 0749 22 1411(代 表 )

'94滋賀・彦根シンポジウム開

催について

日本最大の湖である琵琶湖とそれを取

り巷く緑深い山々などの美しい自然と豊

かな歴史に恵まれた滋賀・彦根の地にお

いて、社団法人日本建築美術工芸協会主

催により'94滋賀・彦根シンポジウムが

5月 13日 、700人を超える参加者を集め、

盛会に開催されましたことは、微力なが

ら、お手伝いさせていただいた者として

大変嬉しく思つております。

今日、この滋賀においても、急激な都

市化が進展し、生活様式や生産活動が近

代化しました。これに伴い、琵琶湖にも

赤潮が発生し、水質が悪化するとともに、

らヽるさと滋賀の美しい風景も徐々に変貌

し、先人が育ててきた財産が失われよう

としています。このような危機感から、

琵琶湖の水質の保全を目的に昭和54年に

「富栄養イヒ防止条191」 を、昭和59年には、

自然と歴史とまち並みが一体となつたう

るおいある湖国の風景を守り育て、調和

のとれた景観を倉」造することを目的とし

て「る、るさと滋賀の風景を守り育てる条

例」を全国に先駆けて制定するなどの取

り組みを県民一体となつて進めてきまし

た。こうした取り組みをしてきた滋賀に

おいて、「水と景観Jをテーマとして開

催されたシンポジウムは、内田文化庁長

宮の記念講演や、各分野のパネラーの

方々によるパネルディスカッションなど、

我々滋賀に住む者にとって示唆に富んだ

内容であり、これからのさらなる取り組

みにインパクトを与えて下さつたものと

思つています。

私事になりますが、私はこの 4月の定

期異動で企画部地域振興室の配属になり

ました。したがって、私がお手伝いさせ

ていただきましたのは、開催日の 5月 13

日までのわずか l力 月間だけでしたが、

景観行政に携わることになつて 1番最初

の仕事として、このシンポジウムの開催

に係わらせていただいた経験は、内丼先

生をはじめとするパネラーの方々や協会

の方々の多くの方とお会いすることがで

き、よい思い出となるとともに、今後の

仕事に活かせる多くのことを学べたよう

に思います。

配属になつて間もないということもあ

りまして、何かと戸惑いもあり、どれほ

どお役にたてたか、協会の方々や、一緒

に開催のお手伝いをしていただいた彦根

市の方々にはこ迷惑をお掛けしたことを

お詫びしたいと思います。最後にこのシ

ンポジウムが今後さらに全国各地で回数

を重ねられ、美しい景観づくりの貴重な

発信源として水面に広がる波紋のように、

その輪を広げられることを念願するとと

もに、社団法人日本建築美術工芸協会が

ますます発展され、御活躍されることを

祈念します。

大成建設株式会社
建築営業本部 営業部部長
MASATO SHIDA

石田 員人
東京都新宿区西新宿卜251
(新宿センタービル )
TEL 03-53815091

'94滋賀・彦根シンポジウムと
信楽の旅――印象記

「温故知新」

生来、好きな古建築を見て歩く事が嵩

じて建築を志した私が、社会に出ると同

時に仕事に翻弄され、約30年近くその楽

しみも忘れてしまつていましたが、その

復活ができたのが今回の研修旅行であり

ました。

シンポジウムでは、琵琶湖と共生する

滋賀・彦根の人々、又同様な環境を見つ

めている人々が参加し、パネリストの先

生方や経験豊かで機知に浴れた話を受け、

数々のヒントを与えられている姿は、明

日からの仕事や生き方に強い希望を持つ

ことが出来たことと推察しました。正に

彦根のこの地で開かれたことが名実共に

的を射た企画であつたと感じました。

二日目からの研修旅行では、彦根市が

市民の協力を得て総力を上げて研究保存

に努力している町並みの保存復元事業・

彦根城及び博物館、さらには湖北の十一

面観音像を見学。

普段は新幹線の車窓から遠望している

だけの彦根に初めて降り立ち、宝箱を開

けたような新鮮で強い印象を憶え、これ

迄に費やされた人々の多くの苦労には敬

服の念を禁じ得なかつた。

最終日の京都府立陶板名画の庭と信楽

の旅では、最も素本卜な陶芸の技術の伝承

と最新技術と設備の駆使による美術陶板

との両極端を見る事ができ、また多くの

人々の苦労と意欲に驚嘆した次第でした。

今回、aacaに入会したばかりの小生
ですが、丼の中の蛙で、未知の分野で多

くの人々が地域・産業の発展に寄与され

ているのを知った事、又今回暖かく迎え

て下さつたaaca会員の皆様方との出会
いの二つが、自分にとって新たな財産と

なつた事を報告したいと思います。最後

に大塚オーミ陶業の社長様始め、研修旅

行を支えて下さつた皆様に感謝しつつ、

次回もぜひ参加致したいと希望している

次第です。
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菊川工業 I「式会社
取締役 営業副本部長
YOSHITAKA TANIG∪ C11

谷口 好孝
東京都墨田区菊サ1檜 1310
TEL 03 3634 3231

シンポジウムに参加した際、テーマ

「水と景観」のパネル討論会の質疑応答

で「彫刻のついた橋がありますが、廻り

の景観にマッチしない作品を見かけます。

よくする為にはどうしたらよいのでしよ

うかJと言う質問がありました。パネリ

ストの澄川先生のお答えは、「作者として

大切な事は橋と彫亥」が一体に調和するよ

う事前に廻りの環境を良く調査した上で、

見る人々により良い景観を感じさせるよ

うな彫亥」を製作することです」と答えら

れました。メタルアートの仕事をしてしヽ

ます私にとりましては、普段当たり前と

思いながら気がつかない、大変貴重な教

えを受けました。

翌日からの研修旅行では、国宝彦根城

の天守閣の外観の美しさに一瞬見とれて

しまいました。いくつもの千鳥破風 (入

母屋、切妻)と唐破風の屋根様式を巧に

組み合わせた曲線と、瓦に模様が付いて

いて一層美しく豪華絢爛に感じました。

江戸初期 (1622年 )に築城した際、当時、

工事に参加した各職種の職人達のすばら

しい手業に感動しました。

短い見学時FB8で したが、いにしえの建築

ロマンを体感することができました。

最後に、信楽の旅では大塚オーミ陶業

の社長様をはじめ、日曜出勤して支援し

ていただきました社員の皆様に御ネし申し

上げますと同時に、研修旅行を支えて下

さいました皆様に感謝申し上げます。
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ニューヨーク
コーニングクラス美術館理事

ITOK0 1A/ATA

岩田 糸子
東京都葛飾区堀切4654
TEL 03-3604-3121
FAX 03 8601 6323

人間がガラスを作り始めて数千年、ヨー

ロッパの各地では職人たちの永い歴史が

あり、19世紀末のアールヌーボーのガラス

に至るまで素晴らしい発展を遂げてきた

が、今日ブームといわれる現代ガラスは

世界的にもまだ日は浅く、1962年にアメ

リカの八―ビィ・リトルトンとドミニッ

ク・ラビノの 2名が最初に作品を発表し

たことで認識された。これはスタジオ・

グラス・ムーブメントといわれ、職人的

完成度を重要視するのではなく、アート

を表現する素材としガラスを自由な角度

で追求し始めたものであり、30余年経つ

た今日 ガラスブームといわれるほどに
なったのである。

日本ではそれより35年ほど早く、義父の

岩田藤七が自分のアートの素材にガラス

を選び、毎年展覧会を開催し発表し続け、

世界でもユニークな日本のガラスとして

作風を確立し、主人の岩田久利へと受け

継がれた。そしてニューヨーク・メトロ

ポリタン美術館に19世紀末からスタジオ

グラス運動が始まるまでの間の世界のガ

ラス史として岩田フアミリー (藤七・久

利・糸子)の作品が1988年に永久収蔵さ

れた。その年に新設された20世紀デザイ

ン&アーキテクチュアのギャラリーに一

部展覧されたが、最も感激したのは来日

して非常に多くの写真を撮つて行つた上

に、コーニンググラス美術館等、他の美

術館に既に収蔵されていた作品の資料も

取り寄せ「アメリカに於ける岩田フアミ

リーのコレクションが完璧になるよう選

んだ」とのことでアメリカの美術館とい

うのはこんなに大きな視野で選定するの

かということであつた。

今年は、もう二つのアメリカ人のフェア

なことに感激することがあつた。 3月の

グラス・アート・ソサエティの第24回年

次大会で最高栄誉賞 「Lifetime
∧chl∨ ement∧ wa「 d」 を受賞した
のである。私の前には倉J作者ラビノとり

トルトンの 2名 しか貰つていない賞で世

界の「コンテンポラリー・アートグラ

ス・フィールド」を高めた功績に対して

であつた。もうひとつは、娘のルリがコ

ーニンググラス本社新社屋に、チェコの

リベンスキイ、スエーデンのバリーン、

アメリカのチフリと共に、中庭の一つに

ガラス彫亥Jの大作を依頼され 4月 に完成

した。日米財界人会議でも米倶」代表で来

日したコーニング社会長ジェームズ・ホ

ートンが経済摩擦をよそに、日本のルリ

を選んだのである。

どれをとつても、本当に仕事を正当に評

価するということであり、アメリカ人の

健全で自信のある精神に敬意を表すると

ともに、大変に羨ましいと思つた次第で

ある。

新宿三越別館 l階フロアー

=8-
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時代の華一輸

l■l長谷川デザイン研究所

SAKAE HASEGA17VA

長谷川 栄
浦和市元陶12716
TEL・ F∧ X0488662402

革新の続くパリ、シトローエン・

パーク誕生

モニュマン制作は男の生き甲斐

パリはいつでも刺激的である。あの

大々的なグラン・プロジエの改革でオー

プンしたルーヴルのピラミッド、オルセ、

ラ・ウイレット、アラブ・センター、ア

ルシュ等のあと、ルーヴルではリシュリ

ー棟の逆ピラミッドを完成、世界最大の

国立図書館を着工、ウイレットの音楽シ

ティを開放等々焔のように燃えている。

パリを囲む未知都市のサンカンタン・

アン・イヴリン、マルヌ・ラ・ヴアレ、

セルジィP等をなぞるように訪れると、

個性の主張は華やかで、引続いての革新

的な建築群の完成があい次ぎ、さながら

大学の染制展のマケツト展示のようにわ

くわくさせる。空間にたいし詩的な挑発

を続ける 巨tto「c SottSasS (9月
5日までポンピドーセンターでイ固展開催

中)のように、アートを超領域的に横断

した巨CO― lN/∪ SEEの哲学が都市計画
にあるからだろうか。

なかでもことし完成まぎわの <シ トロ

ーエン・パーク>は凄い。パリのどまん

なかの]5区の 14ヘクタール以上の広さを

人間の五感を超える<第六感>に訴える

ように計画したという。茫洋とした野草

の繁茂と、金銀銅・亜鉛色を基調とした

パルテノン風のキユーヴな巨大温室の列

や、地面から直接吹き出すダンシング・

ウォーター等が、第二帝政いらいの都市

大改造の夢を託して登場した。

この公園が素晴らしいのは、何よりも

人為の空しい虚飾をサラリと捨てて、見

せ場を持たないことで、しかしネガテイ

ブな空間造りには、れつきとした哲学の

存在を感じさせる。風景家のアラン・プ

ロボストとジル・クレマンがパトリッ

ク・ベルジェなど 3人の建築家と組んで

計画した洗練された環境づくりの模範で

ある。ことしパリを訪れるものには見逃

がせない場所として推選したい。

こんどAACAの 熱心なお誘いで光栄
にも仲間入りさせて頂いたが、私の専門

はミューゼオロジィとメタルの造形であ

る。広域の巨CO―MUSE巨 によるミュ
ーゼオロジイは、このころ工業団地やコ

ンピュータ基地などのヒューマン化にサ

インやモニュマン計画として役だつたり、

アイデアだけでなく、この写真のように

実際の作品で参加して実証させて貰つて

いる。 2美術館長と評論と作家と、同名

が 3人いると思われているが、まぎれも

ない同一人物で、なかでも最も痛1央なの

は何トンもの大作を青空に向けて立てる

時などで、作家でいる自分がつくづく幸

せに思う。芸大在学時代に慶応の舞台美

術研究会に入り、照明の巨匠大庭三郎氏

に就いた彩響で、光が絶えず気になり、

ストロボでパネル信号を乱射する生きも

ののように呼吸を続けるレリーフも、日隈

さえあればアトリエで製作している。ち

かく 9月の銀座イトーキの個展で皆さま

のお目にる、れることを楽しみにしている。

毎年パリの調査行きでも、こんどもま

たパリジャンたちはカルチャーショツク

を用意していた。かれらの都市計画・造

園・環境づくりには異ジヤンル、異業種

間を横に買くソフトなエコロジィの思想

が流れ、難なく未来空間に合意させつく

りあげてしまう不思議な伝統がある。

業種毎の団体ではないA∧C∧はきつ

と、こうした理念をもつた先端的手法を

先取りした組織ではないかと思う。

市J作 :長谷川栄

テクノプラザ愛媛モニユマン
｀
未来への飛翔

″

制作 :長谷川栄 W∧GOビ ル ス トロボ・レリーフ
｀
宇宙との交 1ぎ

〆IQ
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彫刻家

YOSHlKO TAKICAWA

瀧 川 嘉 子
東京都大田区南千東2205
TEL 03-37263702

「メモリー・トランセンデント・No16」 にあたる作品だが、こ

の作品実現に御尽力下さつた方が作品の完成を見ずに他界され

た為、その方への感謝と追悼の意を込めて「追憶」と題した。

「追憶」1994
設置場所 :

品川クリスタリレスクエア
]920mmH× l150W×
‖50D
(硝子のみl12DH×
500W× 450D)
作品の撮影者 :本多更簿

時間の概念を宇宙の運行に学んだ私達、太陽の動きに「時Jを
読む。朝がはじまり午後の影が長 くなつてまもなく夜、また 1

日が過ぎやがで 1年。自然と渾然一体となつて時をきざむ日時

言十。 日日寺言十は心にやさしくひびく…・

円弧型日時計
設置場所 :岡山県倉敷市児島
3800× 160□

市政 5周年の記念事業としての市民体育館の新設に合わせ、

グランドと挟まれる空間を小公園とし、モニュメントを設置す

ることになつた。現在を表す大人の男女が未来を表す子どもの

飛躍を支えるという形を糸屯銅の鍛金による像に制作。

一
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
摯・

「碧 空 」

設置場所 :

愛知県大府市

高さ :像高 4m、

台座 (花商岩)24m

榊現代造形代表

HARUHIKO KUBOTA

久保田 晴彦
東京都大田区上池台13317
TEL 03-7275444

これは或るコーヒーショップのためのテーブルでポケットバイ

クは各テーブル毎に異るモデルが納つている。

最近は来る仕事が小振りになつているが、仕事の大小にかかわら

ず通念とか既成概念でテーマをとらえないように心掛けている。

設置場所 :田無市
11,000L× 646ハ /× 600H

※今回初めての企画でしたが、多数の応募がこざいました。掲載できなかつた作品は順次掲載させてしヽただきます。皆様らヽるつてこ参加下さい(

―¬0-
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トーク

第61回  1994年 5月 21日

ゲスト 欄エイアンドスリーエム

環境企画代表取締役

矢 作 彩 子 氏

今日の私のお相手はオーストラリア国

籍の変な外ノ人、ビクトー マーレィさんです。

彼との出会いは、私の英語の先生とし

てでしたが、初めからレッスンはそつち

のけで、他の話しばかりで、その頃まだ

ビックの日本語も私の英語と同じくらい

だつたので、共通語などありませんでし

た。ボディランゲージと英語、日本語が

ミックスした言葉と後は共通の趣味があ

つたので、何か感じる信頼愛を目で感じ

取り合うといつた状況でしたが、何故か

意見も心も通じあい、 2時間近いレッス
ン時間が、雑談で終わつてしまう日々の

繰返しで、おかげ様で (?)今だに英語
が上達しなく悪い先生と悪い生徒の二人

です。

そして、ビックの家族 (ビ ックと奥様

と娘さん)3人と韓国の夫婦 2人そして
私のパートナーと計 7人で、温泉旅行ヘ

]BO×車でワイワイと出かけた時の事
です。車中で私が一生懸命作つたおにぎ

りもビックの目には、異様な物としてし

か写らなかつたのです。黒い丸い爆弾の

小さいのみたいで、素手でさわればベタ

ベタくつついてしまうノリなどとても口

には入れる気にはならなかつたそうです。

後で聞いた話しですが、その上温泉に

入るとき、一番びつくりして気持ちが悪

いと思つた事は、男同士男達だけ素裸で

入る浴室、浴槽、だつたそうです。オー

ストラリアの歴史で分かる様に最初に移

民したのは囚人と看守達、あらくれで乱

暴な人達と女性がいない社会において、

裸で素手で 1ケ所に多くの男性達が集ま

るという事はどういう事か想像出来るは

ずです。私達の文化では男女一緒の方が

よっぽどびっくりするのに、オーストラ

リアでは男女一緒の方が、争いとかが起

こらないので安心なのだそうです。

温泉と言えばやはり和室の方が私達は

くつろげます。でもこの文化をアメリカ

の人に実感させようと一緒にプロジェク

トを組んでいたアメリカ人夫婦二人組を

草津温泉の高級和風旅館に連れ出した時

の事です。案の定、畳等和の内部建築に

目を輝かせていましたが、私の「畳はく

つろぐのに最高よJと いう言葉に「ノー、

やつぱりくつろぐのはやわらかい大きな

ソファが一番Jと口を揃えて言いました。

それではと私は皆を浴室へ案内し、たつ

ぶりお湯を楽しんでくる様に、そしてゆ

かたを着て部屋に戻つてくるように言い

ました。ちょうど6月の始めの少し蒸し

暑い頃でしたので、 4人は顔をまつ赤に

して、ぎこちなくゆかたを着て、これ又

何とも言えない状況で締められている帯

をみて、ニヤリ…。「さあ冷たいビール

を畳に座って、うちわを片手に飲みまし

よう」と言つたのです。皆それぞれちよ

つと不満そうに「クーラーが欲しい」と

言つたのですが、私は縁倶Jと部屋の入り

口を少し開けただけで彼らにビールを飲

ませました。それでも「冷たいビールは

とってもおいしい」と言いながらグイグ

イ、そして「少し疲れた」と言つたので、

押し入れからそれぞれにそばからのまく

らを出し、「さあ、このままで昼寝しま

しよう」と言つたのです。彼らも疲れて

いたので、しがしぶ思い思いにまくらを

もつて自分のベツト領域 (?)を決め、ゆ

かた姿で片手でうちわをパタパタさせな

がら横になりました。どうでしよう、

「ウー冷たくて気持ちがいい」と一声を

上げて、 5分もしないうちに全員グーグ
ー、スヤスヤ、それはもうみことな位、

私の作戦成功です。目をさましたとき彼

らの一言「日本人は最高の贅沢を知ってい

る」との事でした。そんな彼らも和式ト

イレだけはどうもダメ、不安定でおしり

から便器に落ちそうで出るものも出ない

との事で部屋のトイレではなく廊下の奥

にある洋式トイレまで出かけて行つた様

です。

直になじめる文イヒ、絶対になじめない

文化、そして、なじもうと努力して失敗

しているのに気付かす余分な恥をかいて

しまつている文化もあります。

私の会社にカナダからのお客様規 名

いらした時の事です。私のオフイスは玄

関で靴を脱ぎ、スリッパに穿き変えるの

ですが、帰る時に玄関にお見送りに出た

所、スリッパ入れに何と二人の靴が鎮座

しているではありませんか、そしてかれ

らはスリッパを脱ぎ裸足で土間のコンク

リートの所に立ち、靴に手を延ばしそこ

で片方ずつ穿いたのです。最初の片方を

穿く時には、スリッパ入れより出してジ

ュータンの床の部分にもう片方をおいて、

わたしは「えつ !」 といいかけて、おも

わず口に手を当ててこらえました。彼ら

は一生懸命日本式の玄関のマナーをカナ

ダで勉強した通りがんばつて実行してい

るわけで、少々の状況の違いなど思いも

付かないのです。でもさいわい、きたな

― ll―
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いという感性はやはり人類共通でカナダ

大使館のマツケンジー氏にお会いした折

りおフロは日本式で入浴しているそうで

す。一度おぼえてしまつたら、もうバス

タブの中でつかりながら洗うという事は

考えられないそうです。

文化の違いで一番びつくりしたり、こ

まったりするのはトイレです。男性は自

分の息子がチューリップの花ビラにちよ

こんと乗つかつてしまつて、どうしよう

と思わず廻りをキヨロキヨロと見てしま

うといつた体験をしているそうですし、

女性は上も下もおお開きのブース扉に思

わず赤面したり、便座に座つたら足が床

につかず、子供の様にブランブランさせ

てしまつたり、いきおいよく座つてしま

ったら便座におしりを喰いつかれ、抜け

なくて足をバタバタ、手で何か廻りの物

につかまろうと延ばしても広いブースの

中、むなしく空を切るだけ…・イヤーも

う絶対旅行中は飲物はやめようと決心し

てしまうのです。 Sイ レトイレと駅中さ

かしてやつとあつたと思つたら小銭がな

くて思わず後退り、もつたいないと思う

が、緊急の場合はしようがないと自分自

身に言つて聞かせ何とか無事にさわやか

になつて、るヽつと、そうだ、「おつりを

もらえば」と思つて無愛想なおばさまに

とっておきの笑顔で「………。Jああこ

んな時英語が出てこない。みことにタイ

ミングがずれてトイレの外へ、………後

悔の念をいだきながら「やつぱり日本が

いい。もうこんな国はイヤだ」などとブ

ツブツ言いながら、又来てしまう外国。

そう何度も何度も失敗したり、恥をかい

たりしながらも、時々ステキな男性に会

つて歯の浮くようなおせじを言われ幸せ

な気分になつたり、やつぱり外国はいい

なんでのたまうのです。

人類は皆同じ、国籍がとか肌の色がと

か、文化がなどといろいろちがいはある

けど。その人
｀
個人がどういう人か

″
と

いう事が全ての違いを乗り越えてしまう。

個人対個人の間には国境も言葉も文イヒの

違いも、なんの障害もならずに、かえつ

て期待すべき未知への遭遇となるのです。

第62回  1994年 6月 17日

ゲスト クレイワークスタジオ代表
SACHIKO KAヽVAMURA

川 村 紗 智 子 氏

地球に融ける―

今回のタイトルで、地球に触るという

字が、融けるに変わつてしまい、意味深

長になりました。陶芸の世界ではこの融

けるということに皆神経を使つているか

らです。日本では多くの陶芸家が高温

1250。 C～ 1300。 Cで土を焼き、釉薬 (表面

のガラス質のもの)と いかに合体させ、

美しい作品を作りあげるかに苦労してお

り、温度とのたたかいでもあるわけです。

ですからこの融の字は陶芸家としては大

変意味が大きいわけです。地球=土に触

れるのではなく、土に融けるのは、人間

という生命体は今のことろ長く生きても

百年ほどですから、いづれは三次元とし

ての肉体は土に融け込んでいくので、こ

のタイトルも捨てたものではありません。

上の話をするということは、地球の概念

は宇宙飛行士ガガーリン「地球は青かつ

ヽ
一●

Ｉ
一
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たJと言つた時間から、地球上の人類は、

地球は青い水の惑星であること、暗い宇

宙に浮く孤独な星、宇宙船地球号として

ただよつていること、ガイア思考として

皆が共有することになつたわけです。し

かしこれはバーチヤルリアリティーで、

皆が宇宙に出てみたわけでないので、不

思議な意識だと思います。しかし現実に

身の回りではオゾンホールの拡大 (これ

も認識はむづかしいことですが )、 空気、

水の汚染等は身近な現実です。こういう

状況において一人一人が地球に触れる機

会を持つたらもつと早く確実に地球の存

在を認識できたかもしれません。今はマ

ンション等の建物が′5ヽえ土にさわる機会

がほんとうに少なくなりましたが、ベラ

ンダの土や、近くの公園、通りの本々に

触るのも大きなヒーリング (精神の安ら

ぎ)になります。陶芸に使われる土は特

別な土の様に思われますが、考え方を変

えますと、足もとにある土も陶芸に使え

るのです。地球儀に考えますと地球上の

どこに行つても土があれば陶芸は出来ま

す。私自身アメリカに行き制作する機会

が何度かあり実感となつています。足元

の土を触つて手の感触を充分楽しんで下

さい。いろいろな生命が生まれてくる素

晴らしい素材です。水を加えて、粘り/ri

身近な天然素材で加えるのも良いかと思

います。食卓にのる卵、魚の食べたあと

の骨、員の殻等、炭酸カルシウムで陶芸

の場合、釉の溶媒のlrlき をします。食塩

は最も強烈な溶嬌 Jです。これからは身

近なものを改めて目をむけてみて下さい。

よく言われる灰について、根 =炭酸分

(浮濁斉J)、 幹二塩酸分、葉 =石灰分=
炭酸カルシウム=古代サンゴのイヒ石=貝、

本や葉の種類によつてもそれぞれの成分

が変わつていき、科学肥料などを与えた

植物は灰に戻して土にかけた場合等、醜

く変イヒをおこしてしまいます。地球にや

さしくといろいろな方面で言われており、

陶芸の世界も決して無縁ではありません。

登り窯などをたくために、全国で膨大な

量の薪として本々が伐採されています。

一本切つたら一本植林する心がほしいも

のです。

私の今、与えられた時間の役害Jは、素

材として土を、形にするための手を使い、

自分の存在の意味を問いかけながら、宇

宙への思慕というコンセプトにより作品

を制作し始めています。日本の外から日

本/ciながめたとき、日本人としての自党

から、日本人の精神の裏づけを宗教にさ

ぐり、仏教以前の神道、その前の原始宗

教へとさかのぼると、日本人、東洋人と

してではなく、人間の本質への問いかけ

になり、生命体が遥か宇宙の彼方から届

いたかもしれないという想いをいだき、

作品へのバイブレーションを高めて、一

人でも多くの人々との交流、共感、共振

を得たいと思つております。

AACAトーク
1994年度開催予定

これからのトーク開催予定

場所 :東陶機器腑

TO丁 0銀座パビリオン9F
会議室

(東京都中央区銀座787)
時間 :午後 6時～午後 8時

会費 :1人 l,000円 (茶代含む)

第63回  1994年 7月 15日 0
ゲスト :坂上 直哉

(アーテイスト)

「一つのテーブルから考える明日の風景J

大地に美の模型を倉Jる人々と共に

一羽田空港他アーКワークスよリー

第64回  1994年 9月 16日 lel

ゲスト :伊部 京子
(造形家 )

一空間造形の素材として―

第65回  1994年 10月 21日 0
ゲスト :伊藤 崩本

(金工家 )

一金属の美しさを求めて一

第66回  1994年 11月 18日 lel

ゲスト :酒丼 忠康
(美術評論家 )

一「彫亥」Jについて一

― 13-



「公共空FB5におけるアートについて」

(人名、団体等敬称略 )

講  師 :ジヨーン・モンデール
講,寅会

日  時 i平成 6年 10月 28日 0午後 3時
～ 5時 終了後、懇親パーテ
ィー (午後 6時～  )

場  所 :建築会館 1階ホール
東京都港区芝52620
建築会館

(JR田 町駅下車徒歩3分 )

講演会参加費 無料
主催 社団法人 日本建築美術工芸協会
後援 文化庁
アメリカ大使館

東京都港区

社団法人 日本建築学会

(予定 )

(予定 )

(予定 )

(予定 )

等

現代日本の公共空間における、アーにの

役害Jが強く望まれる様になつて参りまし

た。「街づくりJでの公共空間が、街並

の美しさや、公共建築物の機能性、シン

ボル性と言つたデザインの面だけでなく、

自然 。環境・生活での文化全般に於ける

アートとの関わりが、市民及び行政に携

わる方々や建築家、造園設計者の公共空

間に於けるパブリック・アートの感心の

高まりへとなつてきています。

日本のパブリック・アートの方向性につ

いては未熟、未発達な段階であり、各方

面でパブリック・アートがどうあるべき

か議論がなされているのが現状でありま

す。モンデール女史は公共芸術について

深い知識を持つて、パブリック・アート

に対する講演を各地で開催活躍されてい

ます。この企画は、公共空間におけるア

ートの在り方について講演をしていただ

きます。スライドの上映によリパブリッ

ク・アートの作品を紹介すると共に今後

に日本におけるパブリック・アートの方

向を示唆する講演をしていただくもので

す。

ミネツタ州・セントポールのマカレスタ

ー大学卒業。

専攻は歴史を学んだが、副次科目として

美術とフランス語を研究。

卒業後ボストン美術館で学芸員としてス

ライド関係の仕事をする。

その後ミネアポリスの美術協会で教育者

の助手としてlSlく 傍ら、見学者の案内や

説明の業務を手伝う。

1995年、姉の紹介でウォルター 。モンデ

ールと出会う。同年 12月 にアダムス博士

の仲介で結婚。

ウォルター・F。 モンデールは1960年ミ

ネソタ州法務長宮、 1964年上院議員とな

る。家族は、首都ワシントンに転居。

ワシントンでは、美術と政治に係る機会

が多く、ナショナル美術館等見て廻つた。

又、近隣の家族を対象に消費者共同組合

等を設立。ポランテイア活動に参加、公

立学校運営資金集め等に貢献した他女性

だけの「ナショナルデモクラティックク

ラブJ「美術協会連合議会J等の委員と

して活動した。

1972年 「美術における政治Jを著作。

数年後、北ヴァージエアで著名な陶芸家

の元で陶芸活動を志す。1976年彼女の夫

はジミー・カーター大統領の許で副大統

領に選ばれた。

1977年カーター大統領は、夫人を芸術・

文化面で連邦会議 。名誉会長に任命。

当時の彼女に付けられたニックネームに
｀
芸術のジョーン

〃
と云われる程国民的

人気を博した。

4年にわたり芸術奨励のため国内を廻り

推進活動を行つた。芸術に対する奨励の

ためあらゆる援助の方策を強く政府に進

言した。

1981年以来ジョーン 。モンデールは一市

民となり、芸術奨励のため推進者として

講演活動を続けている。その他ケネディ

センターの評議員として「パフォミング

アーツ」「ウォーカーアー トセンター」

「ミネツタ交響楽団」「マカレスター大

学」等芸術活動推進に係わつた。

―¬4-
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0平成 7年度芸術家在外研究員候補及び

インターンシップ研究員候補の募集に

ついて

平成 7年度の募集要項が文化庁から示さ

れました。

応募用紙等の関係書類は事務局にお申し

出下さい。

応募資格の概要 :日本国籍を有する者又

は日本の永住資格を有する者で、原則と

して年齢 18才以上。 1年間派遣芸術家在

外研究員は45才未満、現に専門とする分

野で芸術活動の実績があること。心身と

もに健全であること。外国での研修に堪

えうる語学力を有し、渡航先の研修施設

受入の保証があること。研修期間中は定

期的に研修状況を報告、また帰国の日か

ら 2カ月以内に在外研修報告書を提出。

研修実施は平成 7年 9月からの開始とな

ります。

会員交流の一買として、事業委員会主催

による第一回サマーフェスティバルを開

催いたします。みなさまのこ参加をお待

ちしております。

日時 :8月 26日 0 18:00～ 21:00
場所 i建築会館イベント広場及びホール。

催物 :阿波踊り 吉田会員のカンツオー
ネ 模擬店 等々。

真夏の一夜を会員のみなさまと御一緒に

楽しく過こしていただきたく企画いたし

ました。なお全員、法被、手拭、扇子を

用意いたしております。参加者は協会事

務局へ御連絡下さい。

(踊 る方、見る方、飲食する方大歓迎で

す。)

東京会場

会期 平成 6年 8月 11日困～ 16日関
会場 東京・大丸
ミュージアム丁OKY012階
丁EL 03-32128011

京都会場

会期 平成 6年 9月 l日困～ 13日秋)
会場 京都・大丸
ミュージアムKYOT06階
T巨 L075-2118111

主催 読売新聞社
入場料 一般700円、大学・高校生500円 、
中・小学生300円

発行 :蟻異日本建築美術工芸協会

Phone D3-3457-7998
Fax   03-345アー1598
〒108  東京都港区芝52620

建築会館6F

振替 :東京 1365085

編集 :広報担当理事柳澤孝彦

(社 )日本建築美術工芸協会広報委員会

玉見 満 (委員長)、 大多了介、北村孝昭
坂上みつ子、崎山小夜子、高部多恵子

冨田俊男

制作協力 :帥 SP建材エージェンシー

¨

第 1回

サマー7エステバlレ
会 員 券

期日/'94・ 8・ 26(18:301

場所/建築会館J■l―Jレ
サマーフェステイバル実行委員会

芸術家在外研究制度 平成 7年度研修員選考日程 (予定 )

日 程 事  項 日 程 事  項

6.5.25因
9. 21

10月下旬

ll月上旬

11.24困

↓

30け0

7.l月下旬

推薦団体に対する説明会

候補者推薦締切

書類選考 (第一次選考 )

書類選考通過者の連絡

(推薦団体経由本人へ )

面接選考予定期間

(第二次選考 )

内定者の通知

(本人、推進団体 )

7.3月 中旬

5月 中旬

9月 ～

手続き書類の提出締切

(承諾書、研修計画書等 )

決定的者に対する説明会

(手続き書類等、渡航手続 )

正式決定と通知

(本人、推薦団体 )

発表 (新聞資料li出 )

研修員出発

芸術インターンシップ 平成 7年度研修員選考日程 (予定 )

日 程 事  項 日 程 事  項

6.5.25因

9.14因
10月下旬

||.15困

24困

7.l月下3~J

7.3月中旬

推薦団体に対する説明会

候補者の募集

候補者推薦締切

書類選考 (第一次選考 )

書類選考通過者の連絡

(推薦団体経由本人へ )

面接予定期間

(第二次選考 )

内定者の通知

(本人、推薦団体 )

手続き種類の提出締切

(研修計画書等 )

7.5月中旬

6.l

3月末

正式決定と通知

(本人、推薦団体 )

研修開始

↓    ↑
研修団体との契約

↓

研修状況報告

(2カ 月毎団体→文化庁 )
研修費の支払

(2カ 月毎文化庁→団体 )

研修終了

研修報告書

(本人→文化庁 )
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メタルで21世紀の都市空間に美を創造する。

《掲旧睦人臥
菊り|1工業本未式会社 本社 〒130東京都墨田区菊川2 18 10 TEL03 3634 3231(代 表)
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と注 文 され た ら、わ た した ち TOTOの 中 で

一 等 賞 の理 由
①タンクのいらない水道直結タンクレス便器。「新洗浄方式 (シーケンシャルバルブ方式 )」

の開発で、水道管と便器を直接つなげることに成功。タンクに水を貯める必要がないので

連続して流せるうえに、給水管もなく静か。1度 に使う水の量も、40%程節水できま丸
②トイレ空間を広く使えるローシルエット便器。タンクがない分、トインはスッキリ。収納や

窓が広く、大きく、タップリととれる訳です。③使い勝手がとてもいい多機能一体型便器。

ウォシュレット機能をはじめ、オソ
ヾ
ン脱臭や室内暖房機能も装備。操作はじつに簡単です。

※カタログむ希望 の方 は、住所 。氏名・電話番号を記入の L

◎

レ

Ｆ
」
ォ
Ｎ
は
RES丁
ス トEX)

〒 107東京都港区赤坂 7337東 陶機器株式会社 広告宣伝部「EX lJ係 までむ請求下さい。 TOTO

魃

鵬
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